
<研究の概要> 

認知言語学や語用論と呼ばれる言語学の立場からことばを研
究している。対象言語は主に英語と日本語である。 

私たち人間は、生まれ出た社会に生きてコミュニケーションを
とる中で、知らないうちに無自覚なままに、一定の物の捉え方
を覚え、無意識のうちに一定の価値観を築き上げていると考
えられる。 

こうした捉え方や価値観は、無意識であるがゆえに、客観的に
知ることが難しい。しかし、無意識に築き上げた価値観は口か
ら発することばの端々に漏れ出る。人が日常的に話すことば
を観察することで、普段は意識することが難しい価値観を明ら
かにすることが可能となる。 

例えば、「父親」や「母親」や「家族」を表すことばが用いられる
文脈を、言語資料を収集して分析することで、英語圏や日本
語圏の社会における、「家族」やその成員に対する認識のあり
かたが明らかになる。 

無意識なままに築き保持している価値観を、ことばの分析によ
り明らかにすることで、社会のあり方や人々の生き方を客観的
に見直し、よりよい方向へと変えていく手がかりとすることが期
待される。 
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